
         

ラ

ス

ト

ラ

イ

ブ

の

夜

の

奇

跡

 

       
 

 
 

 
 

 
 

赤

松

青

海 

   



人

 

物

 
朽

木

竜 た

つ

人 と

（

２

７

）

元

バ

ン

ド

マ

ン

 

世

古

慎

太

郎

（

３

０

）

会

社

員

 

マ

リ

（

２

４

）

朽

木

の

バ

ン

ド

仲

間

 

持

田

朔

（

２

５

）

朽

木

の

バ

ン

ド

仲

間

 

フ

ァ

ン

１

・

２

（

１

０

代

女

性

）

 

店

長

 

Ｐ

Ａ

（

音

響

エ

ン

ジ

ニ

ア

）
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○

新

宿

セ

ン

ト

ラ

ル

ロ

ー

ド

・

ド

ン

キ

前

 

遠

く

に

ゴ

ジ

ラ

が

見

え

る

通

り

。

 

目

隠

れ

パ

ー

マ

の

持

田

朔

（

２

５

）
、

黄

色

い

袋

を

さ

げ

て

出

る

。

 

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

で

「

マ

リ

」

に

「

衣

装

買

っ

た

」

と

打

つ

と

、

即

既

読

が

つ

い

て

「

で

か

し

た

！

タ

ツ

さ

ん

は

任

せ

て

！

」

の

返

事

。

 

持

田

「

お

前

は

タ

ツ

さ

ん

の

な

ん

だ

よ

」

 

「

と

り

あ

え

ず

任

せ

た

」

と

返

信

。

 

フ

ァ

ン

１

「

え

？

！

モ

ッ

チ

さ

ん

？

！

」
 

フ

ァ

ン

１

・

２

（

１

０

代

女

性

）

が

持

田

に

か

け

よ

る

。

 

フ

ァ

ン

１

「

ゆ

ら

魂

の

フ

ァ

ン

で

す

！

」

 

フ

ァ

ン

２

「

写

真

撮

っ

て

く

れ

ま

せ

ん

か

！

」

 

持

田

「…
…

俺

ド

ラ

ム

だ

よ

？

陰

薄

い

よ

？

」

 

フ

ァ

ン

１

「

関

係

な

い

で

す

！

目

隠

れ

だ

し

！

」

 

持

田

「

じ

ゃ

あ

最

推

し

は

？

」

 

フ

ァ

ン

１

「

マ

リ

さ

ん

で

す

」

 

フ

ァ

ン

２

「

タ

ツ

さ

ん

で

す

」

 

持

田

「

ダ

メ

じ

ゃ

ん

。

聞

い

て

損

し

た

」
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世

古

の

声

「

あ

の

～

」

 

ス

ー

ツ

姿

の

世

古

慎

太

郎

（

３

０

）
、

持

田

、

フ

ァ

ン

二

人

の

会

話

に

割

っ

て

入

る

。

 

世

古

「

今

ゆ

ら

魂

の

話

し

て

ま

し

た

？

」

 

 

○

新

宿

三

丁

目

・

古

着

屋

ジ

ャ

ン

グ

ル

・

外

観

 

迷

彩

の

『

古

着

屋

ジ

ャ

ン

グ

ル

』

の

看

板

。

 

 

○

同

・

同

・

店

内

 

狭

い

店

内

に

大

量

の

古

着

が

陳

列

。

 

ギ

タ

ー

ケ

ー

ス

を

背

負

う

マ

リ

（

２

４

）
、

古

着

を

色

々

物

色

。

 

ギ

タ

ー

ケ

ー

ス

を

背

負

う

朽

木

竜

人

た

つ

と

（

２

７

）
、

店

長

に

紙

袋

を

渡

す

。

 

朽

木

「

要

ら

な

い

の

処

分

し

た

い

」

 

店

長

「

多

過

ぎ

。

ウ

チ

は

ゴ

ミ

回

収

業

者

か

」

 

紙

袋

か

ら

大

量

の

古

着

を

出

す

。

 

マ

リ

、

朽

木

の

背

中

に

黒

い

Ｖ

ネ

ッ

ク

Ｔ

シ

ャ

ツ

を

当

て

る

。

 

マ

リ

「

タ

ツ

さ

ん

こ

れ

似

合

い

そ

う

」
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「

働

い

た

ら

負

け

」

と

印

字

さ

れ

て

い

る

。

 
朽

木

「

今

日

は

買

わ

ね

ー

よ

。

て

か

ダ

ッ

サ

」

 

マ

リ

「

バ

ン

ド

マ

ン

は

Ｖ

ネ

ッ

ク

で

し

ょ

。

あ

と

ベ

ー

シ

ス

ト

の

「

働

い

た

ら

負

け

」

は

名

刺

―

」

 

マ

リ

、

服

の

山

の

中

に

「

ゆ

ら

ゆ

ら

魂

」

と

書

か

れ

た

Ｔ

シ

ャ

ツ

を

み

て

動

揺

す

る

。

 

店

長

、

マ

リ

の

様

子

を

見

て

、
「

ゆ

ら

ゆ

ら

魂

」

Ｔ

シ

ャ

ツ

を

朽

木

に

返

す

。

 

店

長

「…
…

こ

れ

は

無

理

。

プ

ラ

イ

ス

レ

ス

」

 

朽

木

「

た

だ

の

Ｔ

シ

ャ

ツ

だ

ろ

」

 

店

長

「
「

ゆ

ら

ゆ

ら

魂

」

タ

ツ

の

Ｔ

シ

ャ

ツ

だ

ろ

」

 

店

長

の

背

後

の

マ

リ

と

朽

木

、

持

田

が

映

る

『

ゆ

ら

ゆ

ら

魂

』

ポ

ス

タ

ー

を

指

さ

す

。

 

店

長

「…
…

い

つ

東

京

で

る

つ

も

り

だ

」

 

朽

木

「…
…

明

日

に

は

」

 

店

長

「

ゆ

ら

魂

は

ど

う

な

ん

の

」

 

マ

リ

「

私

と

モ

ッ

チ

は

続

け

る

。

店

長

も

来

て

、

今

夜

の

タ

ツ

さ

ん

の

ラ

ス

ト

ラ

イ

ブ

（

仮

）
」

 

朽

木

「

仮

じ

ゃ

ね

ぇ

よ

」

 

店

長

「…
…

お

う

。

見

積

も

り

出

た

ら

連

絡

す

る

」
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○

セ

ン

ト

ラ

ル

ロ

ー

ド

・

ト

ー

ホ

ー

前

（

夜

）

 

ト

ー

ホ

ー

の

奥

に

ゴ

ジ

ラ

が

見

え

る

。

 

朽

木

・

マ

リ

、

人

集

り

を

除

け

な

が

ら

ト

ー

ホ

ー

方

面

を

進

ん

で

い

く

。

 

キ

ャ

ッ

チ

が

声

を

か

け

て

く

る

が

無

視

。

 

朽

木

「

い

つ

も

や

か

ま

し

い

な

、

こ

の

街

は

」

 

マ

リ

「

新

宿

だ

し

ね

」

 

朽

木

「

改

め

て

み

る

と

デ

ケ

ぇ

な

、

ゴ

ジ

ラ

」

 

マ

リ

「

新

宿

だ

し

」

 

朽

木

「…
…

デ

カ

い

し

や

か

ま

し

す

ぎ

。

全

部

」

 

朽

木

、

涙

を

堪

え

る

よ

う

に

唇

を

噛

む

。

 

路

上

ラ

イ

ブ

の

歌

声

が

聞

こ

え

る

。

 

マ

リ

「

ち

ょ

っ

と

寄

ろ

う

よ

。

時

間

あ

る

し

」

 

 

○

シ

ネ

シ

テ

ィ

広

場

 

ス

マ

ホ

で

動

画

を

撮

り

な

が

ら

歌

う

路

上

シ

ン

ガ

ー

。

 

立

ち

止

ま

っ

て

聞

く

人

は

少

な

い

。

 

マ

リ

「

上

手

い

け

ど

ね

」

 

朽

木

「

個

性

な

い

な

。

耳

に

残

ら

な

い

」
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マ

リ

「…
…

私

ら

も

少

し

は

大

き

く

な

っ

た

よ

。

メ

ジ

ャ

ー

デ

ビ

ュ

ー

は

ま

だ

だ

け

ど

、

ラ

イ

ブ

は

常

連

さ

ん

も

い

る

し

、

新

宿

で

は

有

名

な

方

」

 

朽

木

「

何

が

言

い

た

い

？

」

 

マ

リ

「

や

め

る

の

や

め

ろ

」

 

朽

木

「…
…

無

理

」

 

マ

リ

「

何

で

！

」

 

マ

リ

、

周

囲

の

人

か

ら

の

視

線

に

俯

く

。

 

朽

木

の

ス

マ

ホ

か

ら

バ

ン

ド

音

楽

の

着

信

。

 

朽

木

「

店

長

か

ら

だ

。

い

く

ぞ

」

 

 

○

新

宿

フ

ォ

ル

ト

・

外

観

（

夜

）

 

『

ゆ

ら

ゆ

ら

魂

タ

ツ

 

ラ

ス

ト

ラ

イ

ブ

』

の

プ

レ

ー

ト

。

 

 

○

同

・

控

え

室

 

長

椅

子

が

机

を

挟

ん

で

二

つ

の

狭

い

部

屋

。

 

朽

木

、

入

室

し

て

着

席

す

る

と

、

ラ

ッ

ク

の

白

装

束

と

三

角

巾

、

喪

服

２

着

に

気

づ

く

。

 

持

田

「

お

は

よ

ー

、

タ

ツ

さ

ん

」
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対

面

の

持

田

、

ス

マ

ホ

を

弄

っ

て

い

る

。

 
朽

木

「

俺

い

じ

め

ら

れ

て

ん

の

？

」

 

持

田

「

違

い

ま

す

よ

。

ロ

ッ

ク

な

演

出

っ

す

」

 
マ

リ

、

入

室

し

て

持

田

の

膝

を

枕

に

ふ

て

寝

す

る

。

 

持

田

「…
…

何

が

任

せ

ろ

だ

よ

」

 

朽

木

「

な

ん

か

、

辞

め

る

な

っ

て

聞

か

な

く

て

」

 

持

田

「

実

際

タ

ツ

さ

ん

、

音

楽

や

め

て

何

す

ん

の

」

 

朽

木

「…
…

さ

ぁ

、

何

す

ん

だ

ろ

」
 

マ

リ

「

な

ら

バ

ン

ド

や

め

な

く

て

い

い

じ

ゃ

ん

！

」

 

マ

リ

、

む

く

っ

と

起

き

上

が

る

。

 

マ

リ

「

私

わ

か

ん

な

い

！

確

か

に

稼

げ

て

は

な

い

！

け

ど

楽

し

い

！

タ

ツ

さ

ん

は

違

う

の

？

！

」

 

世

古

の

声

「

楽

し

い

だ

け

が

全

て

じ

ゃ

な

い

」

 

世

古

、

控

え

室

の

入

口

前

に

現

れ

る

。

 

朽

木

「

慎

太

郎

さ

ん

…
…

！

な

ん

で

…
…

？

」

 

マ

リ

「…
…

誰

？

」

 

持

田

「

タ

ツ

さ

ん

の

元

バ

ン

ド

仲

間

ら

し

い

」

 

世

古

、

朽

木

の

隣

に

座

り

、

朽

木

は

居

心

地

悪

そ

う

に

距

離

を

と

る

。
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世

古

「

マ

ジ

大

変

だ

ぞ

ー

社

会

人

。

早

起

き

し

て

満

員

電

車

乗

っ

て

、

あ

ち

こ

ち

回

っ

て

、

帰

っ

た

ら

家

族

サ

ー

ビ

ス

。

気

づ

い

た

ら

寝

る

時

間

」

 

マ

リ

「

な

ら
―

！

」

 

世

古

「

で

も

そ

れ

が

普

通

。

好

き

勝

手

生

き

て

た

ら

ど

っ

か

で

し

わ

よ

せ

が

く

る

ん

よ

な

。

マ

リ

ち

ゃ

ん

さ

、

い

く

つ

か

聞

い

て

い

い

？

」

 

マ

リ

「…
…

２

４

」

 

世

古

「

２

４

と

２

７

じ

ゃ

見

え

る

景

色

は

違

う

。

独

創

性

は

錆

び

付

い

て

曲

が

書

け

な

い

。

な

の

に

自

分

よ

り

若

い

バ

ン

ド

が

テ

レ

ビ

に

出

て

、

才

能

を

見

せ

つ

け

て

く

る

。

で

も

書

け

な

い

も

ん

は

書

け

な

い

。

で

、

悔

し

さ

も

い

つ

か

は

諦

め

に

―

」

 

朽

木

「

う

る

せ

ぇ

！

二

人

の

前

で

言

う

な

！

」

 

場

が

白

け

る

中

、

Ｐ

Ａ

が

入

室

。

 

Ｐ

Ａ

「

リ

ハ

の

準

備

で

き

ま

し

た

け

ど

…
…

」

 

誰

も

動

き

出

せ

な

い

中

、

マ

リ

が

立

ち

上

が

り

、

ス

タ

ス

タ

と

退

出

し

て

い

く

。

 

 

○

ラ

イ

ブ

ス

テ

ー

ジ
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持

田

、

軽

く

ド

ラ

ム

で

８

ビ

ー

ト

を

刻

む

。

 

マ

リ

、

目

を

閉

じ

、

指

で

リ

ズ

ム

を

と

る

。

 

朽

木

が

ベ

ー

ス

の

弦

を

張

り

替

え

て

い

る

と

、

世

古

が

代

わ

り

の

弦

を

差

し

出

す

。

 

世

古

「

さ

っ

き

は

悪

か

っ

た

。

萎

え

る

事

い

っ

て

」

 

朽

木

「…
…

大

丈

夫

で

し

ょ

。

多

分

二

人

は

」

 

世

古

「

実

際

モ

ッ

チ

は

ド

ラ

ム

と

し

て

プ

ロ

並

み

だ

と

思

う

。

土

台

の

安

定

感

が

違

う

。

し

か

も

目

隠

れ

だ

し

」

 

朽

木

「

目

隠

れ

は

関

係

な

い

だ

ろ

」

 

Ｐ

Ａ

、

両

腕

で

大

き

な

丸

を

作

る

。
 

Ｐ

Ａ

「

Ｏ

Ｋ

で

ー

す

」

 

持

田

「

あ

ざ

し

た

」

 

Ｐ

Ａ

「

次

マ

イ

ク

テ

ス

ト

、

お

願

い

し

ま

ー

す

」

 

マ

リ

、

無

言

で

ス

テ

ー

ジ

に

上

が

る

。

 

深

呼

吸

の

後

、

感

情

の

乗

っ

た

声

で

東

京

事

変

の

『

群

青

日

和

』

の

冒

頭

を

歌

唱

。

 

Ｐ

Ａ

、

思

わ

ず

笑

み

が

こ

ぼ

れ

る

。

 

世

古

「

魂

、

こ

も

っ

て

る

な

」

 

朽

木

「…
…

バ

ン

ド

名

の

由

来

だ

し

な

」
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世

古

「

面

白

い

。

人

の

曲

を

自

分

の

物

に

し

て

る

」

 

朽

木

、

無

言

で

ベ

ー

ス

の

ペ

グ

を

回

し

て

、

チ

ュ

ー

ニ

ン

グ

。

 

世

古

「

二

人

と

い

て

新

宿

の

有

名

人

止

ま

り

な

の

、

自

分

の

せ

い

だ

と

思

っ

て

る

だ

ろ

。

違

う

ぞ

」

 

不

安

定

な

音

が

ベ

ー

ス

か

ら

鳴

る

。

 

世

古

「

見

つ

け

て

も

ら

え

な

か

っ

た

だ

け

だ

」

 

朽

木

「…
…

気

休

め

は

い

い

よ

」
 

世

古

「…
…

待

た

せ

て

す

ま

な

か

っ

た

な

」

 

世

古

、

朽

木

に

名

刺

を

渡

す

。
 

『

プ

ラ

ズ

マ

ミ

ュ

ー

ジ

ッ

ク

 

世

古

慎

太

郎

』

と

書

か

れ

て

い

る

。

 

朽

木

、

驚

き

の

表

情

で

世

古

を

見

返

す

。

 

Ｐ

Ａ

「

マ

リ

さ

ん

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

ー

す

！

」

 

マ

リ

、

朽

木

に

駆

け

寄

り

、

名

刺

を

見

る

。

 

マ

リ

「

タ

ツ

さ

ん

そ

れ

…
…

！

」

 

世

古

「

改

め

て

、

プ

ラ

ズ

マ

ミ

ュ

ー

ジ

ッ

ク

の

世

古

で

す

。

あ

な

た

の

実

力

を

見

せ

て

下

さ

い

」

 

朽

木

、

頬

を

パ

ン

と

叩

き

、

ス

テ

ー

ジ

へ

。

 

×
 

 
 
×

 
 

 
×
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ス

テ

ー

ジ

上

に

喪

服

姿

の

マ

リ

・

持

田

、

白

装

束

に

白

三

角

巾

を

頭

に

つ

け

た

朽

木

。

 

マ

リ

は

ギ

タ

ー

、

朽

木

は

ベ

ー

ス

を

持

ち

、

持

田

は

ド

ラ

ム

を

前

に

座

る

。

 

観

客

の

中

に

フ

ァ

ン

１

・

２

、

店

長

、

世

古

が

い

る

。

 

マ

リ

「

え

ー

皆

さ

ん

。

今

日

は

タ

ツ

の

ラ

ス

ト

ラ

イ

ブ

（

仮

）

に

来

て

く

れ

て

あ

り

が

と

。

見

て

の

通

り

、

喪

中

で

す

。

あ

れ

、

お

化

け

で

す

」

 

朽

木

、

挨

拶

代

わ

り

に

低

音

を

鳴

ら

す

。

 

マ

リ

「

で

、

あ

の

お

化

け

か

ら

重

大

発

表

！

」
 

朽

木

、

白

装

束

を

は

だ

け

さ

せ

る

。

 

「

働

い

た

ら

負

け

」

の

Ｔ

シ

ャ

ツ

。

 

朽

木

「

タ

ツ

、

脱

退

撤

回

！

ゆ

ら

魂

、

プ

ラ

ズ

マ

ミ

ュ

ー

ジ

ッ

ク

で

メ

ジ

ャ

ー

デ

ビ

ュ

ー

決

定

！

」

 

観

客

か

ら

歓

声

と

拍

手

が

上

が

る

。

 

マ

リ

「

奇

跡

み

た

い

な

縁

で

こ

こ

ま

で

来

ま

し

た

！

こ

れ

か

ら

も

ゆ

ら

魂

を

よ

ろ

し

く

！

一

曲

目

は

、

マ

イ

ホ

ー

ム

新

宿

に

感

謝

を

！

…
…

群

青

日

和

」

 

朽

木

、

マ

リ

、

持

田

、

演

奏

を

始

め

る

。

 



 

  

           
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

赤

松

 

青

海

 

 


